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青丸くん ◎ ◎ ◎ 1

あきたみどり ○ ◎ ◎ 3

あきまろ ○ ◎ ◎ ○ 5

あきみやび ◎ ○
中南

◎ 7

あやこがね ◎ ○
南

◎
◎ ◎ ◎ 9

あやみどり ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ 11

いわいくろ ◎ ◎ 13

エンレイ ◎ ○
南

◎
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 15

えんれいのそら ○ ○ ◎ ○
南

〇
○ ○ ◎ 17

おおすず ○ ◎ ◎ 19

大袖の舞 ◎ ◎ ◎ ◎ 21

オオツル ◎ ○ ○  ◎ ◎ ◎ ◎ 23

オクシロメ ◎ ◎ 25

音更大袖 ○ ◎ ◎ 27

キタムスメ ◎ ◎ ◎ ◎ 29

きぬさやか ○ ◎
中南

◎ 31

キヨミドリ ◎ ◯ ◎ 33

ギンレイ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 35

くろこじろう ◎ ○
南

〇
◎ ○ 37

黒招福 ◎ ◎ 39

クロダマル ◎ ◎ ◎ ◎ 41

黒丸くん ◎
中南

◎ 43

こがねさやか ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ 45

コスズ ◎ ◎ ◎ 47

ことゆたか ◎ ◎ ◎ 49

ことゆたかA1号 ◯ ◎ ◎
南

〇
◯ ◎ 51

佐大ＨＯ１号 ○ ○ ○ ◎ ◎ 53

サチユタカ ◎
南

◎
◎ ◎

北

○
55

サチユタカA1号 ○ ○ ◎ ○
南

○
◎ ◎ ◎

北

○
57

里のほほえみ ○ ○ ◎ ○
中南

◎ ◎ ◎ ◎ 59

シュウリュウ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ 61

シュウレイ ◎ ◎ ◎
南

○
北

○
◎ ◎ ◎ 63

ペ
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目　　　　　次
品種一覧　（五十音順）

品種名

用途 栽培地域
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新丹波黒 ◎ ○ ◎ 65

すずおとめ ◎ ◎ ◎ 67

すずおとめ２号 ◎ 〇 ◎ 69

すずかおり ◎
中南

◎ 71

スズカリ ◎ ◎ 73

すずかれん ◎ ◯ ◎ 75

すずこがね ◎
南

○
○ ○ ◎ 77

すずさやか ○ ◎
中南

◎ 79

鈴の音 ◎ ◎ 81

すずほのか ◎ ◎ 83

すずほまれ ◎ ◎ ◎ ○ 85

スズマル ◎ ◎ 87

スズマルＲ ◎ ◎ 89

すずみのり ◎ ◎
南

○
◎ ○ 91

スズユタカ ◎
中南

◎ ◎ ◎ 93

すずろまん ◎ ◎ ◎ 95

すみさやか ◎ ◎ 〇 〇 97

そらたかく ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
北

◎ 99

そらひびき 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 101

そらみずき ◎
南

〇
◎ 〇 ◎ 〇 103

そらみのり ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 105

タチナガハ ◎ ○
南

◎
◎ ◎ ◎ ◎ 107

タチユタカ ○ ◎ ◎ 109

たつまろ ◎ ◎ ○ ○ 111

たまうらら ○ ◎ ○ ◎ ◎ 113

玉大黒 ◎
北

○
◎ ○ 115

タマフクラ ◎ ○ ○ 〇 ◎ 117

タマホマレ ○ ◎
南

◎
◎ ◎ ◎ ◎ 119

丹波黒 ◎ ○ ◎ ○ ○ 121

タンレイ ◎
南

◎
◯ 123

ちくしＢ５号 ◎ ◎ 125

つぶほまれ ◎ ○ ○ ◎ ◎ 127

ツルムスメ ◎ ◎ 129

トモユタカ ◎ ◎ 131
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トヨハルカ ◎ ◎ ◎ ◎ 133

とよまどか ◯ ◯ ◎ ◯ ◎ 135

とよみづき ◯ ◯ ◎ ◯ ◎ 137

トヨムスメ ◎ ◎ ◎ 139

ナカセンナリ ○ ◎ ○
南

○
◎ ○ ◎ ◎ 141

納豆小粒 ◎ ◎ 143

ななほまれ ◎ ○ ○ ◎ ○ 145

はたむすめ ○ ◎
中南

○ 147

ハタユタカ ◎
南

○
◎ 149

はつさやか ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ 151

華大黒 ◎ ○
南

○
◎ ◎ 153

ハヤヒカリ ◎ ◎ ◎ ◎ 155

はれごころ ◎ ◎ 〇 〇 〇 157

ふくあかね ◯ ◯ ◯ ◎ 159

ふくいぶき ◎
中南

◎ 161

フクユタカ ◎
南

◎
◎ ◎ ◎ ◎ 163

フクユタカA１号 ◎
南

〇
◎ ○ ◎ ◎ 165

星のめぐみ ◎ ◯ ◯ ◯ ◯ ◎ 167

ミヤギシロメ ◎ ◎ ◎ ◎ 169

ユキシズカ ◎ ◎ 171

ゆきぴりか ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 173

ユキホマレ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 175

ユキホマレＲ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 177

ゆめのつる ◎ ○ ◎ 179

ゆめみのり ◎
中南

○ 181

リュウホウ ○ ◎ ◎ 183

リョウユウ ◎ ○ ◎ ○ ○ 185

　　　本文中の栽培地域は、主に農政局単位での作付面積とする

（注）用途の欄の◎は主用途、○は加工試験等を実施した結果「適」以上の評価である用途であることを示す

　　　地域の欄の南、北、中 はそれぞれ南部、北部、中部地域であることを示す

　　　栽培地域欄の〇は栽培適地を、◎はこれまでに栽培実績のある地域を示す
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豆腐用 関東・東山・東海・近畿地方

あやみどり 栽培適性に優れた青大豆新品種。

1 特性の概要

・特色ある緑色豆腐やゆで豆・浸し豆に適した食味の良い青大豆品種です。

・倒伏、蔓化、青立ちなど生育中の障害が少なく、栽培が容易で、着莢高が高いので、

機械収穫にも適します。

・種皮と子葉が鮮やかな緑色、へそも緑色で外観品質に優れます。

・ウイルス病や、薬剤耐性菌の出現している紫斑病に対して抵抗性があるので、褐斑

粒や紫斑病といった障害粒の発生が少なく、高品質な大豆が生産できます。

（1）生育特性（平成17～19年、標播栽培）

品種名 開 成 主 主 最下 生育中の障害 収 量

花 熟 茎 茎 着莢 倒 蔓 ｳｲ 青 子 標

期 期 長 節 節位 伏 化 ﾙｽ 立 実 準

数 高 ち 重 比

( 月 日 ) (㎝) (㎝) (kg/a) (%)

あやみどり 8.03 10.02 78 17.9 29 微 微 無 微 35.8 106

信濃青豆 7.31 10.13 78 16.1 17 微 少 無 少 33.8 100

（2）品質特性（平成17～19年、標播栽培）

品種名 障害粒程度 粒 子実の色 品 百 子実成分

紫 褐 裂 種 へそ 子 質 粒 蛋 脂 全

斑 斑 皮 形 皮 葉 重 白 肪 糖

(g)

あやみどり 無 無 微 扁球 緑 緑 緑 中上 40.1 41.8 19.9 22.2

信濃青豆 無 無 微 扁球 緑 黒 緑 中中 38.6 41.9 19.3 23.1

‒    11    ‒
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豆腐・煮豆用 東北地方

おおすず 大粒白目で豆腐や煮豆の加工に適する品種。

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・豆腐加工適性に優れています。
・粒が大きく、風味、柔らかに優れており、煮豆にも適しています。

（2）品質に関するデータ
項 目 おおすず (比較)フクユタカ

(青森県産) (福岡県産)
百粒重(g) 37.7 33.8
へその色 黄 黄
粗蛋白質含有率(%) 43.4 44.0
粗脂肪含有率(%) 20.5 20.8
全糖含有率(%) 20.3 20.0
ショ糖含有率(%) 5.8 6.5
灰分(%) 5.5 5.3
溶出固形分(%) 0.5 0.7
浸漬大豆重量増加比 48.21 42.80
種皮率(%) 5.8 5.6
色調 L 86.3 86.7

a -0.3 -0.5
b 26.9 25.0

注）分析：日本食品分析センター（平成11～13年の3年平均値）

（3）主な用途における加工適性試験成績
表1 豆腐加工適性試験の成績（平成８年、C社）

項 目 おおすず オクシロメ(比較)

豆乳抽出率(%) 58.1 58.9
豆乳中固形分(%) 11.3 11.0
豆腐の硬さ(g/c㎡) 10.6 5.2
豆乳色調 L* 90.33 91.22

a* -3.25 -3.15
b* 14.37 13.08

表2 煮豆加工適性試験の成績（平成８年、D社）

項 目 おおすず スズカリ(比較)

製造工程（原料不良率、加工適性） ○ △
品質 色・見栄え ○ ○

粒の大きさ ○ ×
硬さ ○ △
風味・味 ○ ○

備考） ○：問題なし、△：気になる、×：不可。
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豆腐・煮豆用 東北地方

おおすず 大粒白目で豆腐や煮豆の加工に適する品種。

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・豆腐加工適性に優れています。
・粒が大きく、風味、柔らかに優れており、煮豆にも適しています。
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(青森県産) (福岡県産)
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灰分(%) 5.5 5.3
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浸漬大豆重量増加比 48.21 42.80
種皮率(%) 5.8 5.6
色調 L 86.3 86.7

a -0.3 -0.5
b 26.9 25.0

注）分析：日本食品分析センター（平成11～13年の3年平均値）
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豆腐の硬さ(g/c㎡) 10.6 5.2
豆乳色調 L* 90.33 91.22

a* -3.25 -3.15
b* 14.37 13.08

表2 煮豆加工適性試験の成績（平成８年、D社）

項 目 おおすず スズカリ(比較)

製造工程（原料不良率、加工適性） ○ △
品質 色・見栄え ○ ○

粒の大きさ ○ ×
硬さ ○ △
風味・味 ○ ○

備考） ○：問題なし、△：気になる、×：不可。
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

耐冷性が強く、冷涼地で安定多収を示します。最下着莢位置は高いですが、倒伏しや

すいことや、裂莢しやすいことからコンバイン収穫適性は劣ります。

病害虫抵抗性では、ダイズシストセンチュウレース３、茎疫病に対していずれも「弱」

です。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

キタムスメ ハヤヒカリ

収量(kg/10a) 337 323

早晩性 中(10月6日) 中の早(9月29日)

コンバイン収穫適性

裂莢性 易 難

耐倒伏性 中 強

着莢位置 高 中

低温抵抗性 強 強

病害虫抵抗性

ダイズシストセンチュウレース３抵抗性 弱 弱

ダイズ茎疫病抵抗性(ﾚｰｽ群Ⅰ) 弱 弱

ダイズ黒根病抵抗性 弱 －

(収量と成熟期は平成6～9年の4カ年平均)

3 栽培地域（令和２年産）

北海道 39ha

4 栽培上の留意点

センチュウ発生ほ場への作付けは避け、適正な輪作の下で栽培して下さい。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：北海道立十勝農業試験場（昭和43年育成）

問い合わせ先：道総研 十勝農業試験場研究部豆類畑作Ｇ

tel 0155-62-9824、fax 0155-62-0680
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（1）栽培上の長所・短所

耐冷性が強く、冷涼地で安定多収を示します。最下着莢位置は高いですが、倒伏しや

すいことや、裂莢しやすいことからコンバイン収穫適性は劣ります。

病害虫抵抗性では、ダイズシストセンチュウレース３、茎疫病に対していずれも「弱」

です。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果
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コンバイン収穫適性

裂莢性 易 難

耐倒伏性 中 強
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ダイズ茎疫病抵抗性(ﾚｰｽ群Ⅰ) 弱 弱

ダイズ黒根病抵抗性 弱 －

(収量と成熟期は平成6～9年の4カ年平均)

3 栽培地域（令和２年産）

北海道 39ha

4 栽培上の留意点

センチュウ発生ほ場への作付けは避け、適正な輪作の下で栽培して下さい。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：北海道立十勝農業試験場（昭和43年育成）

問い合わせ先：道総研 十勝農業試験場研究部豆類畑作Ｇ

tel 0155-62-9824、fax 0155-62-0680
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2 栽培特性
・成熟期は晩で、収量は「スズユタカ」よりやや低く、子実は中粒です。
・ダイズモザイクウイルスに強いですが、ダイズシストセンチュウには弱いです。
・胚軸色が緑で花色は白であり、栽培時に他品種との識別が容易です。

（1）生育特性

品 種 名 成熟期 倒伏 主茎長 主茎 分枝数 子実重 対比 百粒重
(月日) 程度 (cm) 節数 (本/株) (kg/a) (%) (g)

きぬさやか 10.24 3.0 83 15.6 5.8 27.4 95 23.8
スズユタカ 10.14 3.0 86 17.4 5.6 28.8 100 25.3
すずさやか 10.01 3.7 83 17.2 6.4 29.7 103 24.5

注1）育成地(秋田県西仙北町)における平成14～16年の平均である。
注2）倒伏程度 0:無、1:微、2:少、3:中、4:多、5:甚

（2）生態的特性

品 種 名 開花期 成熟期 裂莢の 最下着莢 倒伏
難易 節位高 抵抗性

きぬさやか やや晩 晩 中 中 強
スズユタカ やや晩 やや晩 中 中 強
すずさやか やや晩 やや晩 中 中 強

品 種 名 病虫害抵抗性
モザイクウイルス ウイルス病 シスト 紫斑病 立枯れ

A B C D E ほ場抵抗性 センチュウ 病害

きぬさやか 強 強 強 強 弱 強 弱 やや強 やや強
スズユタカ 強 強 強 強 弱 強 強 中 －
すずさやか 強 強 強 強 弱 強 強 やや強 やや強

注）審査基準国際統一委託事業調査報告書（平成16年3月）による。

3 栽培地域（平成30年産）
東北 96ha

4 栽培上の留意点
・リポキシゲナーゼ欠失等の子実成分の特性を損ねることのないよう、本品種単独の集

団栽培を行うとともに、収穫・調整時に異品種が混入しないよう純度管理を徹底する
こと、また、シストセンチュウ抵抗性が「弱」のため、連作やシストセンチュウ汚染
ほ場での栽培は避ける必要があります。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構 東北農業研究センター（平成17年育成）
問い合わせ先：農研機構 東北農業研究センター

水田輪作研究領域 水田作物品種グループ
tel 0187-75-1084 fax 0187-75-1170
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・胚軸色が緑で花色は白であり、栽培時に他品種との識別が容易です。
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（2）生態的特性
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難易 節位高 抵抗性

きぬさやか やや晩 晩 中 中 強
スズユタカ やや晩 やや晩 中 中 強
すずさやか やや晩 やや晩 中 中 強

品 種 名 病虫害抵抗性
モザイクウイルス ウイルス病 シスト 紫斑病 立枯れ

A B C D E ほ場抵抗性 センチュウ 病害

きぬさやか 強 強 強 強 弱 強 弱 やや強 やや強
スズユタカ 強 強 強 強 弱 強 強 中 －
すずさやか 強 強 強 強 弱 強 強 やや強 やや強

注）審査基準国際統一委託事業調査報告書（平成16年3月）による。

3 栽培地域（平成30年産）
東北 96ha

4 栽培上の留意点
・リポキシゲナーゼ欠失等の子実成分の特性を損ねることのないよう、本品種単独の集

団栽培を行うとともに、収穫・調整時に異品種が混入しないよう純度管理を徹底する
こと、また、シストセンチュウ抵抗性が「弱」のため、連作やシストセンチュウ汚染
ほ場での栽培は避ける必要があります。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構 東北農業研究センター（平成17年育成）
問い合わせ先：農研機構 東北農業研究センター

水田輪作研究領域 水田作物品種グループ
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

長 所：フクユタカより1週間程度早生で、暖地の中山間地にもよく適しています。

短 所：成熟期の落葉がしづらい特性があります。極端な早播きは避けて下さい。

（2）育成場所における栽培特性に関する試験結果（7月播種）

項 目 キヨミドリ 信濃青豆

収量*(kg/10a) 333 317

早晩性 中の晩 中の晩

コンバイン収穫適性

裂莢性 やや難 易

耐倒伏性 強 強

最下着莢節位*(㎝) 18.8 14.4

病害抵抗性

ｳｲﾙｽ病 ほ場抵抗性 中 －

紫斑病 抵抗性 中 やや弱

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 抵抗性 弱 弱

注）*天候不良の平成11年を除いた8年～13年の生産力検定試験結果。

他は、試験結果を「だいず特性審査基準」に基づいて分類。

3 栽培地域（令和元年産）

九州 14ha

4 栽培上の留意点

1）種子の緑色があせるのをできるだけ避けるために、莢の成熟度（振ってカラカラ音

がする）を見て適期に収穫して下さい。

2）紫斑病抵抗性は「やや強」ですが、暖地ではやや早生の品種なので紫斑病発生がよ

く見られる地域では適期の防除を行って下さい。

3）ネコブセンチュウ抵抗性は「弱」なので、発生ほ場への作付けを避け、適正な輪作

のもとで栽培して下さい。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構 九州沖縄農業研究センター（平成14年育成）

問い合わせ先：農研機構 九州沖縄農業研究センター

暖地水田輪作研究領域 作物育種グループ

tel：096-242-7870、fax 096-249-1002
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2）紫斑病抵抗性は「やや強」ですが、暖地ではやや早生の品種なので紫斑病発生がよ

く見られる地域では適期の防除を行って下さい。

3）ネコブセンチュウ抵抗性は「弱」なので、発生ほ場への作付けを避け、適正な輪作

のもとで栽培して下さい。
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

長所

・倒伏や蔓化の発生が少なく草姿が優れます。青立ちの発生も少ないため、コンバイン

収穫に適しています。

短所

・ダイズシストセンチュウには弱いです。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

項 目 くろこじろう 黒大豆小粒 納豆小粒

収量（kg/10a） 278 204 272
早晩性 やや晩生 やや晩生 やや晩生
コンバイン収穫適性

裂莢の難易 中 中 中
最下着莢節位高 やや低 やや低 やや低
耐倒伏性 やや強 弱 弱

病虫害抵抗性
ダイズモザイクウイルス AB抵抗性 ACD抵抗性 AB抵抗性
ウイルス病圃場抵抗性 中 中 中
ダイズシストセンチュウ 弱 － 弱

注）収量は平成21～25年産の７月播種試験の平均値（黒大豆小粒は25年のみ）。

3 栽培地域（平成30年産）

関東 10ha

4 栽培上の留意点

・ダイズシストセンチュウに対する抵抗性は十分ではないので、これらの発生履歴のあ

る圃場への作付は避けてください。また、ウイルス病に対する抵抗性も十分ではない

ため、アブラムシの防除と種子更新を適宜行ってください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構 作物研究部門（平成25年育成）

問い合わせ先：農研機構 作物研究部門 畑作物先端育種研究領域

畑作物先端育種グループ

tel 029-838-8503、fax 029-838-8853
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所
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短所
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（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

項 目 くろこじろう 黒大豆小粒 納豆小粒

収量（kg/10a） 278 204 272
早晩性 やや晩生 やや晩生 やや晩生
コンバイン収穫適性

裂莢の難易 中 中 中
最下着莢節位高 やや低 やや低 やや低
耐倒伏性 やや強 弱 弱
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ウイルス病圃場抵抗性 中 中 中
ダイズシストセンチュウ 弱 － 弱

注）収量は平成21～25年産の７月播種試験の平均値（黒大豆小粒は25年のみ）。

3 栽培地域（平成30年産）
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4 栽培上の留意点

・ダイズシストセンチュウに対する抵抗性は十分ではないので、これらの発生履歴のあ

る圃場への作付は避けてください。また、ウイルス病に対する抵抗性も十分ではない

ため、アブラムシの防除と種子更新を適宜行ってください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構 作物研究部門（平成25年育成）

問い合わせ先：農研機構 作物研究部門 畑作物先端育種研究領域

畑作物先端育種グループ

tel 029-838-8503、fax 029-838-8853
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3点：標準と同等の品質を有する、2点：標準より劣るが、同等品として許容範囲にある品質を有す
る、1点：標準より明らかに劣っており、同等品として許容範囲を超える品質を有する。

淡色味噌 （2012年兵庫県産、Ｃ研究所）

項目 色 香り 味 組成 総合 判定

合計 28 17 14 8 26 ◎(好適)

コメント 色調が明るく、色の評価が特に高かった。香り、味、組成も標準品と比
較して高い評価であった。

注）官能評価はパネル28名で行い、「トヨコマチ」を標準として、良い（1点）、同じ（0点）、悪い（-1
点）の3段階で評価し、合計値を示した。「色」の28点は、パネル全員が「良い」と評価したことを
示す。「組成」は、味噌の軟らかさ、舌触りのなめらかさを示す。

2 栽培特性
（1）栽培上の長所・短所

・「サチユタカ」より多収で、青立ちの発生が少なく、ラッカセイわい化ウイルスの抵
抗性が「強」です。

・裂莢しやすく、ダイズモザイク病抵抗性が「中」です。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

項目 こがねさやか サチユタカ タマホマレ

収量(kg/10a) 431 388 425
早晩性 中 中 中
コンバイン収穫適性

裂莢性 やや易 易 難
倒伏抵抗性 中 強 中
最下着莢節位高(cm) 13 13 12

病害抵抗性
ダイズモザイク病 中 中 中
ﾗｯｶｾｲわい化ｳｲﾙｽ抵抗性 強 弱 強
立枯性病害 中 中 －

注）収量および最下着莢節位高は育成地（香川県善通寺市）・2009～2013年（6月播）の平均値。

3 栽培地域
－ ha

4 栽培上の留意点
裂莢しやすいので、成熟後は速やかに収穫してください。異品種の混入はリポキシゲ

ナーゼ欠失大豆の特性を損なうので、十分に注意してください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構西日本農業研究センター（平成26年育成）
問い合わせ先：農研機構西日本農業研究センター

中山間畑作園芸研究領域園芸作栽培・畑作物育種グループ
tel 0877-63-8132、fax 0877-63-1683
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新規形質（高オレイン酸) 九州地方

佐大HO１号 ダイズ油脂に含まれる脂肪酸組成のうち、オレイン酸含有率が通常
のダイズ品種の約4倍（80％）となる新規形質を備えたダイズ品種。

1 加工適性
（1）加工上の長所

・オレイン酸含有率が80％となる一方で、多価不飽和脂肪酸であるリノール酸、リノ
レン酸の含有率が低いため、リノール酸を基質として合成されるヘキサナールの生
成が少なく、加工品等において青臭みが少ない。

・オレイン酸含有率が高いために、油脂の酸化安定性が高い。またオレイン酸がもた
らす健康機能性が期待できる。

・だいず餡の製造に利用できる。

（2）品質に関するデータ

項 目 佐大HO１号 フクユタカ

百粒重（ｇ） 26.7 29.5
外観品質（検査等級） 上の中 上の中
粗蛋白質含有率（％） 46.5 45.4
粗脂肪含有率（％） 21.3 19.9
全糖含有率（％） 19.6 19.2
へその色 黄 淡褐
種皮の色 黄白 黄白

注）百粒重は3か年（2015-2017）、外観品質は5か年（2017-2021）の平均値。粗蛋白
質、粗脂肪、全糖含有率（％）は2017年のデータ。

（3）種子の脂肪酸組成（佐賀大学分析）
項 目 ステアリン酸 パルチミン酸 オレイン酸 リノール酸 リノレン酸

佐大HO１号 7.3 1.4 84.1 3.9 3.3
フクユタカ 11.6 1.9 23.4 55.4 7.7
注）種子の脂肪酸組成は３か年（2015-2017）の平均値。
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豆腐用 東海・近畿・中国・四国・九州北部地方

そらたかく 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐に利用できる東海～九州北部地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・種子の粗タンパク質含有率は「フクユタカ」と同程度で、豆腐の原料大豆として利用

可能です。

・種子は「フクユタカ」や「サチユタカ」と比べると小さいです。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらたかく フクユタカ サチユタカ
(比較) (比較)

粒形 球 球 球
へその色 黄 淡褐 黄
百粒重（g） 23.4 31.7 34.2
粗タンパク質含有率（%） 44.0 43.8 46.4
粗脂肪含有率（%） 21.1 20.4 19.2
全糖含有率（%） 18.8 20.6 20.4

注） 育成場所での2021～2023年の6月播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 種子の粗 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 タンパク 抽出率 色調 粘度 破断強度

質含有率 （色差
(%) (%) L値） (mPa・s) (g/cm2)

そらたかく 2 41.1 79.5 84.1 17.3 50.0
フクユタカ（標準品） 2 43.4 80.1 83.3 12.4 75.5

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・「フクユタカ」とほぼ同じ熟期で、「フクユタカ」より倒伏しにくく、極めて多収です。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性と、現行の基幹品種と同等以上の病害抵抗性を

有するため収量が安定します。

- 2 -

（2）栽培特性に関する育成および現地ほ場での試験結果

育成場所での試験成績

項 目 そらたかく フクユタカ サチユタカ

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 447 337 327

成熟期 11月13日 11月12日 11月7日

裂莢性 難 易 易

倒伏程度 中 甚 少

最下着莢節位高(cm) 12.9 13.7 10.9

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス A,A2,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性

ラッカセイわい化ウイルス 抵抗性 抵抗性 感受性

葉焼病 抵抗性 感受性 感受性

ダイズシストセンチュウ 弱 弱 弱

注）2021～2023年の６月播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地圃場での試験成績
試験場所 年次 そらたかく フクユタカ

(比較)
成熟期 収量(kg/10a) 成熟期 収量(kg/10a)

兵庫県たつの市 2022 11月15日 346 11月15日 191
2023 11月8日 254 11月12日 142

注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は比較品種込みで30a程度。

3 栽培地域

－ ha

4 栽培上の留意点

・ダイズシストセンチュウに対して感受性ですので、被害履歴のあるほ場での作付けを

避けてください。

・やや小粒ですので、播種量は６月中下旬播種で2.5～5kg/10a、７月上中旬播種で2.5

～7㎏/10aとし、多くなりすぎないよう注意してください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構西日本農業研究センター（令和６年育成）

問い合わせ先：農研機構西日本農業研究センター

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐用 東海・近畿・中国・四国・九州北部地方

そらたかく 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐に利用できる東海～九州北部地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・種子の粗タンパク質含有率は「フクユタカ」と同程度で、豆腐の原料大豆として利用

可能です。

・種子は「フクユタカ」や「サチユタカ」と比べると小さいです。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらたかく フクユタカ サチユタカ
(比較) (比較)

粒形 球 球 球
へその色 黄 淡褐 黄
百粒重（g） 23.4 31.7 34.2
粗タンパク質含有率（%） 44.0 43.8 46.4
粗脂肪含有率（%） 21.1 20.4 19.2
全糖含有率（%） 18.8 20.6 20.4

注） 育成場所での2021～2023年の6月播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 種子の粗 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 タンパク 抽出率 色調 粘度 破断強度

質含有率 （色差
(%) (%) L値） (mPa・s) (g/cm2)

そらたかく 2 41.1 79.5 84.1 17.3 50.0
フクユタカ（標準品） 2 43.4 80.1 83.3 12.4 75.5

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・「フクユタカ」とほぼ同じ熟期で、「フクユタカ」より倒伏しにくく、極めて多収です。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性と、現行の基幹品種と同等以上の病害抵抗性を

有するため収量が安定します。

- 2 -

（2）栽培特性に関する育成および現地ほ場での試験結果

育成場所での試験成績

項 目 そらたかく フクユタカ サチユタカ

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 447 337 327

成熟期 11月13日 11月12日 11月7日

裂莢性 難 易 易

倒伏程度 中 甚 少

最下着莢節位高(cm) 12.9 13.7 10.9

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス A,A2,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性

ラッカセイわい化ウイルス 抵抗性 抵抗性 感受性

葉焼病 抵抗性 感受性 感受性

ダイズシストセンチュウ 弱 弱 弱

注）2021～2023年の６月播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地圃場での試験成績
試験場所 年次 そらたかく フクユタカ

(比較)
成熟期 収量(kg/10a) 成熟期 収量(kg/10a)

兵庫県たつの市 2022 11月15日 346 11月15日 191
2023 11月8日 254 11月12日 142

注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は比較品種込みで30a程度。

3 栽培地域

－ ha

4 栽培上の留意点

・ダイズシストセンチュウに対して感受性ですので、被害履歴のあるほ場での作付けを

避けてください。

・やや小粒ですので、播種量は６月中下旬播種で2.5～5kg/10a、７月上中旬播種で2.5

～7㎏/10aとし、多くなりすぎないよう注意してください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構西日本農業研究センター（令和６年育成）

問い合わせ先：農研機構西日本農業研究センター

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐・納豆・味噌用 東北・北陸地方

そらひびき 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐に利用できる東北～北陸地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・粗タンパク質含有率は、「里のほほえみ」や「エンレイ」と比較してやや低いですが、

豆腐の原料大豆として適しています。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらひびき 里のほほえみ エンレイ
(比較) (比較)

粒形 偏楕円 球 球
へその色 黄 黄 黄
百粒重 28.4 44.7 35.8
粗タンパク質含有率 43.8 46.2 46.9
粗脂肪含有率 20.0 20.0 18.8
全糖含有率 20.1 20.7 20.9

注） 育成場所での2022～2023年の6月上旬播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 子実の 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 粗タン 抽出率 色調 粘度 破断強度

パク質 （色差
含有率 (%) L値） (mPa・s) (g/cm2)
(%)

そらひびき（育成場所） 2 41.2 78.4 82.8 13.5 62.5
そらひびき 1 42.8 79.3 83.2 11.7 71.0
（現地実証試験：石川県産）

フクユタカ（標準品） 2 43.2 79.7 83.2 13.1 72.0

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・莢数が多く、多収が期待できます。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性や葉焼病抵抗性を有するため収量が安定しま

す。

- 4 -

（2）栽培特性に関する育成場所および現地ほ場での試験成績

育成場所での試験成績

項 目 そらひびき 里のほほえみ エンレイ

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 470 420 372

成熟期 10月16日 11月4日 10月21日

裂莢性 難 難 易

倒伏程度(0:無⇔5:甚) 無 微 微

最下着莢節位高(cm) 9.5 20.6 14.4

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス 感受性 A,A2,B,C,D系統に抵抗性 A,A2,B系統に抵抗性

ダイズシストセンチュウ 弱 ― ―

注）2022～2023年の6月上旬播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地ほ場での試験成績
試験場所 年次 そらひびき 里のほほえみ リュウホウ

(比較) （比較）
成熟期 収量 成熟期 収量 成熟期 収量

(kg/10a) (kg/10a) (kg/10a)
石川県白山市A 2022 10月10日 226 10月18日 164 ― ―

2023 10月9日 342 10月23日 268 ― ―
石川県白山市B 2023 10月10日 326 10月25日 306 ― ―
山形県鶴岡市 2023 10月8日 259 ― ― 9月27日 207
注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は30a程度。

3 栽培地域（令和７年産）

－ ha

4 栽培上の留意点

・ダイズモザイクウイルスおよびダイズシストセンチュウに対して感受性ですので、こ

れらの被害履歴のあるほ場での作付けを避けてください。

・播種が遅いと草丈が短くなるため、播種量を多くしてください。

・粒が転がりにくいため、転選機による選別時には傾斜角度や流量の調整が必要です。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構東北農業研究センター（令和６年育成）

問い合わせ先：農研機構東北農業研究センター

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐・納豆・味噌用 東北・北陸地方

そらひびき 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐に利用できる東北～北陸地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・粗タンパク質含有率は、「里のほほえみ」や「エンレイ」と比較してやや低いですが、

豆腐の原料大豆として適しています。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらひびき 里のほほえみ エンレイ
(比較) (比較)

粒形 偏楕円 球 球
へその色 黄 黄 黄
百粒重 28.4 44.7 35.8
粗タンパク質含有率 43.8 46.2 46.9
粗脂肪含有率 20.0 20.0 18.8
全糖含有率 20.1 20.7 20.9

注） 育成場所での2022～2023年の6月上旬播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 子実の 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 粗タン 抽出率 色調 粘度 破断強度

パク質 （色差
含有率 (%) L値） (mPa・s) (g/cm2)
(%)

そらひびき（育成場所） 2 41.2 78.4 82.8 13.5 62.5
そらひびき 1 42.8 79.3 83.2 11.7 71.0
（現地実証試験：石川県産）

フクユタカ（標準品） 2 43.2 79.7 83.2 13.1 72.0

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・莢数が多く、多収が期待できます。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性や葉焼病抵抗性を有するため収量が安定しま

す。

- 4 -

（2）栽培特性に関する育成場所および現地ほ場での試験成績

育成場所での試験成績

項 目 そらひびき 里のほほえみ エンレイ

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 470 420 372

成熟期 10月16日 11月4日 10月21日

裂莢性 難 難 易

倒伏程度(0:無⇔5:甚) 無 微 微

最下着莢節位高(cm) 9.5 20.6 14.4

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス 感受性 A,A2,B,C,D系統に抵抗性 A,A2,B系統に抵抗性

ダイズシストセンチュウ 弱 ― ―

注）2022～2023年の6月上旬播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地ほ場での試験成績
試験場所 年次 そらひびき 里のほほえみ リュウホウ

(比較) （比較）
成熟期 収量 成熟期 収量 成熟期 収量

(kg/10a) (kg/10a) (kg/10a)
石川県白山市A 2022 10月10日 226 10月18日 164 ― ―

2023 10月9日 342 10月23日 268 ― ―
石川県白山市B 2023 10月10日 326 10月25日 306 ― ―
山形県鶴岡市 2023 10月8日 259 ― ― 9月27日 207
注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は30a程度。

3 栽培地域（令和７年産）

－ ha

4 栽培上の留意点

・ダイズモザイクウイルスおよびダイズシストセンチュウに対して感受性ですので、こ

れらの被害履歴のあるほ場での作付けを避けてください。

・播種が遅いと草丈が短くなるため、播種量を多くしてください。

・粒が転がりにくいため、転選機による選別時には傾斜角度や流量の調整が必要です。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構東北農業研究センター（令和６年育成）

問い合わせ先：農研機構東北農業研究センター

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐用 東北南部・関東・東山・東海・近畿地方

そらみずき 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐に利用できる東北（南部）～近畿地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・粗タンパク質含有率は、「フクユタカ」と比較してやや低いですが、豆腐の原料大豆

として利用可能です。

・へその色が淡褐であるため、納豆や煮豆など子実の外観が製品の見た目に影響する食

品に加工する際はご留意ください。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらみずき サチユタカA1号 フクユタカ
(比較) (比較)

粒形 球 球 球
へその色 淡褐 黄 淡褐
百粒重(g) 18.5 31.2 28.0
粗タンパク質含有率(%) 41.7 44.5 44.3
粗脂肪含有率(%) 21.5 20.5 20.4
全糖含有率(%) 21.9 21.3 22.0

注） 育成場所での2020～2024年の6月播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 子実の粗 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 タンパク 抽出率 色調 粘度 破断強度

質含有率 （色差
(%) (%) L値） (mPa・s) (g/cm2)

そらみずき（育成地） 2 41.2 79.8 83.4 12.0 58.5
そらみずき 2 41.4 78.9 83.2 12.1 74.0
（現地実証試験：茨城県産）

そらみずき 1 41.8 80.2 83.1 12.9 69.0
（現地実証試験：三重県産）

フクユタカ（標準品） 2 43.2 79.7 83.2 13.1 72.0

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・莢数が多く、機械化適性に優れるため多収が期待できます。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性や葉焼病抵抗性を有するため収量が安定しま

す。

- 6 -

（2）栽培特性に関する育成および現地ほ場での試験結果

育成場所での試験成績

項 目 そらみずき サチユタカA1号 フクユタカ

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 392 298 277

成熟期 10月31日 10月29日 11月6日

裂莢性 難 難 易

倒伏程度(0:無⇔5:甚) 微 微 多

最下着莢節位高(cm) 13.2 12.2 15.9

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス 感受性 A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性

ダイズシストセンチュウ 弱 弱 弱

注）2020～2024年の6月播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地圃場での試験成績
試験場所 年次 そらみずき フクユタカ 里のほほえみ

(比較) (比較)
成熟期 収量 成熟期 収量 成熟期 収量

(kg/10a) (kg/10a) (kg/10a)
茨城県筑西市 2021 10月30日 314 - - 10月25日 230

2022 11月6日 254 - - 10月30日 109
三重県菰野町 2021 未調査 357 未調査 253 - -
兵庫県たつの市 2021 10月25日 221 11月15日 154 - -

2022 11月8日 327 11月15日 191 - -
2023 11月1日 251 11月12日 142 - -

注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は比較品種込みで30a程度。

3 栽培地域

－ ha

4 栽培上の留意点

・ダイズモザイクウイルスおよびダイズシストセンチュウに対して感受性ですので、こ

れらの被害履歴のあるほ場での作付けを避けてください。

・やや小粒ですので、播種量は2～4kg/10aを目安としてください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構作物研究部門（令和５年育成）

問い合わせ先：農研機構作物研究部門

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐用 東北南部・関東・東山・東海・近畿地方

そらみずき 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐に利用できる東北（南部）～近畿地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・粗タンパク質含有率は、「フクユタカ」と比較してやや低いですが、豆腐の原料大豆

として利用可能です。

・へその色が淡褐であるため、納豆や煮豆など子実の外観が製品の見た目に影響する食

品に加工する際はご留意ください。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらみずき サチユタカA1号 フクユタカ
(比較) (比較)

粒形 球 球 球
へその色 淡褐 黄 淡褐
百粒重(g) 18.5 31.2 28.0
粗タンパク質含有率(%) 41.7 44.5 44.3
粗脂肪含有率(%) 21.5 20.5 20.4
全糖含有率(%) 21.9 21.3 22.0

注） 育成場所での2020～2024年の6月播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 子実の粗 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 タンパク 抽出率 色調 粘度 破断強度

質含有率 （色差
(%) (%) L値） (mPa・s) (g/cm2)

そらみずき（育成地） 2 41.2 79.8 83.4 12.0 58.5
そらみずき 2 41.4 78.9 83.2 12.1 74.0
（現地実証試験：茨城県産）

そらみずき 1 41.8 80.2 83.1 12.9 69.0
（現地実証試験：三重県産）

フクユタカ（標準品） 2 43.2 79.7 83.2 13.1 72.0

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・莢数が多く、機械化適性に優れるため多収が期待できます。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性や葉焼病抵抗性を有するため収量が安定しま

す。

- 6 -

（2）栽培特性に関する育成および現地ほ場での試験結果

育成場所での試験成績

項 目 そらみずき サチユタカA1号 フクユタカ

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 392 298 277

成熟期 10月31日 10月29日 11月6日

裂莢性 難 難 易

倒伏程度(0:無⇔5:甚) 微 微 多

最下着莢節位高(cm) 13.2 12.2 15.9

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス 感受性 A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性

ダイズシストセンチュウ 弱 弱 弱

注）2020～2024年の6月播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地圃場での試験成績
試験場所 年次 そらみずき フクユタカ 里のほほえみ

(比較) (比較)
成熟期 収量 成熟期 収量 成熟期 収量

(kg/10a) (kg/10a) (kg/10a)
茨城県筑西市 2021 10月30日 314 - - 10月25日 230

2022 11月6日 254 - - 10月30日 109
三重県菰野町 2021 未調査 357 未調査 253 - -
兵庫県たつの市 2021 10月25日 221 11月15日 154 - -

2022 11月8日 327 11月15日 191 - -
2023 11月1日 251 11月12日 142 - -

注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は比較品種込みで30a程度。

3 栽培地域

－ ha

4 栽培上の留意点

・ダイズモザイクウイルスおよびダイズシストセンチュウに対して感受性ですので、こ

れらの被害履歴のあるほ場での作付けを避けてください。

・やや小粒ですので、播種量は2～4kg/10aを目安としてください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構作物研究部門（令和５年育成）

問い合わせ先：農研機構作物研究部門

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐・納豆用 東海・近畿・中国・四国・九州地方

そらみのり 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐等に利用できる東海～九州地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・粗タンパク質含有率は、「フクユタカ」と比較してほぼ同等で、豆腐の原料大豆とし

て利用可能です。

・へその色が黄であるため、子実の外観が良く納豆にも適しています。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらみのり フクユタカ サチユタカA1号
(比較) (比較)

粒形 球 球 球
へその色 黄 淡褐 黄
百粒重(g) 25.0 25.7 30.8
粗タンパク質含有率(%) 43.0 43.4 44.8
粗脂肪含有率(%) 21.4 21.8 20.7
全糖含有率(%) 20.6 20.4 21.0

注） 育成場所での2020～2022年の7月上旬播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 子実の粗 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 タンパク 抽出率 色調 粘度 破断強度

質含有率 (色差
(%) (%) L値) (mPa・s) (g/cm2)

そらみのり(西農研：香川県産) 1 38.7 77.9 83.1 11.7 47.0
そらみのり 1 41.3 79.0 82.8 13.1 66.0
（現地実証試験：三重県産）

そらみのり 1 40.1 78.0 82.5 11.9 63.0
（現地実証試験：兵庫県産）

フクユタカ（標準品） 1 39.1 78.4 83.1 14.5 82.0

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・莢数が多く、機械化適性に優れるため多収が期待できます。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性や葉焼病抵抗性を有するため収量が安定しま

す。

- 8 -

（2）栽培特性に関する育成場所および現地ほ場での試験結果

育成場所での試験成績

項 目 そらみのり フクユタカ サチユタカA1号

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 393 289 314

成熟期 11月2日 10月25日 10月21日

裂莢の難易 難 易 難

倒伏程度(0:無⇔5:甚) 中 中 少

最下着莢節位高(cm) 14.5 12.8 9.5

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性

葉焼病 強 弱 弱

注）2020～2022年の7月上旬播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は目視による無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地ほ場での試験成績
試験場所 年次 そらみのり フクユタカ

(比較)
成熟期 収量(kg/10a) 成熟期 収量(kg/10a)

三重県菰野町 2021 未調査 253 未調査 240
兵庫県たつの市 2021 11月5日 201 （11月15日） 154

2022 11月22日 298 11月15日 191
熊本県山鹿市 2022 11月14日 330 11月7日 218
熊本県大津市 2022 11月10日 226 11月1日 148
注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は比較品種込みで30a程度。

2021年の兵庫県における試験では、「フクユタカ」が激しい青立ちにより成熟期
の判定が極端に遅くなったため、参考値とした。

3 栽培地域

－ ha

4 栽培上の留意点

・病害や線虫害の発生を予防するため、適切な輪作を行い、湿害対策を実施してくださ

い。

・倒伏しやすいので早播や過度な密植を避けてください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構九州沖縄農業研究センター（令和５年育成）

問い合わせ先：農研機構九州沖縄農業研究センター

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐・納豆用 東海・近畿・中国・四国・九州地方

そらみのり 収量が高い米国品種と加工適性が高い日本品種との交配から育成し
た多収で豆腐等に利用できる東海～九州地方向き品種

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

・粗タンパク質含有率は、「フクユタカ」と比較してほぼ同等で、豆腐の原料大豆とし

て利用可能です。

・へその色が黄であるため、子実の外観が良く納豆にも適しています。

（2）品質に関するデータ

項 目 そらみのり フクユタカ サチユタカA1号
(比較) (比較)

粒形 球 球 球
へその色 黄 淡褐 黄
百粒重(g) 25.0 25.7 30.8
粗タンパク質含有率(%) 43.0 43.4 44.8
粗脂肪含有率(%) 21.4 21.8 20.7
全糖含有率(%) 20.6 20.4 21.0

注） 育成場所での2020～2022年の7月上旬播きの平均値。

（3）主な用途における加工適性試験成績
豆腐加工適性試験成績（第三者検査機関）

供試サンプル 供試 子実の粗 豆乳抽出試験 豆腐加工試験
検体数 タンパク 抽出率 色調 粘度 破断強度

質含有率 (色差
(%) (%) L値) (mPa・s) (g/cm2)

そらみのり(西農研：香川県産) 1 38.7 77.9 83.1 11.7 47.0
そらみのり 1 41.3 79.0 82.8 13.1 66.0
（現地実証試験：三重県産）

そらみのり 1 40.1 78.0 82.5 11.9 63.0
（現地実証試験：兵庫県産）

フクユタカ（標準品） 1 39.1 78.4 83.1 14.5 82.0

2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

・莢数が多く、機械化適性に優れるため多収が期待できます。

・莢がはじけにくい性質である難裂莢性や葉焼病抵抗性を有するため収量が安定しま

す。

- 8 -

（2）栽培特性に関する育成場所および現地ほ場での試験結果

育成場所での試験成績

項 目 そらみのり フクユタカ サチユタカA1号

(比較) (比較)

収量(kg/10a) 393 289 314

成熟期 11月2日 10月25日 10月21日

裂莢の難易 難 易 難

倒伏程度(0:無⇔5:甚) 中 中 少

最下着莢節位高(cm) 14.5 12.8 9.5

病虫害抵抗性

ダイズモザイクウイルス A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性 A,B系統に抵抗性

葉焼病 強 弱 弱

注）2020～2022年の7月上旬播きの平均値。裂莢性は易、中、難の３段階評価。

倒伏程度は目視による無、微、少、中、多、甚の６段階評価。

現地ほ場での試験成績
試験場所 年次 そらみのり フクユタカ

(比較)
成熟期 収量(kg/10a) 成熟期 収量(kg/10a)

三重県菰野町 2021 未調査 253 未調査 240
兵庫県たつの市 2021 11月5日 201 （11月15日） 154

2022 11月22日 298 11月15日 191
熊本県山鹿市 2022 11月14日 330 11月7日 218
熊本県大津市 2022 11月10日 226 11月1日 148
注）生産者ほ場における現地実証試験の成績。栽培面積は比較品種込みで30a程度。

2021年の兵庫県における試験では、「フクユタカ」が激しい青立ちにより成熟期
の判定が極端に遅くなったため、参考値とした。

3 栽培地域

－ ha

4 栽培上の留意点

・病害や線虫害の発生を予防するため、適切な輪作を行い、湿害対策を実施してくださ

い。

・倒伏しやすいので早播や過度な密植を避けてください。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構九州沖縄農業研究センター（令和５年育成）

問い合わせ先：農研機構九州沖縄農業研究センター

https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/hinshu
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豆腐用 九州地方

ちくしＢ５号 耐倒伏性が優れる白目の多収品種。

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

長所

・子実は白目で、品質は「フクユタカ」と同等に優れます。
・蛋白質含有率は「フクユタカ」と同等～やや低く、豆腐の性状はやや柔らかい～同等
です。

・豆腐の食味官能評価は「フクユタカ」に比べて甘味とこく味が良好です。

（2）品質に関するデータ

項 目 ちくしＢ５号 フクユタカ

粒大 中の大 中の大
百粒重（ｇ） 31.6 30.1
外観品質 中の上 中の上
へその色 黄 淡褐
粗蛋白質含有率(％） 44.8 45.7

注）平成24～27年産の平均値（7月中旬播種）。

（3）主な用途における加工適性試験成績

・豆腐加工適性

項 目 ちくしＢ５号 フクユタカ

豆腐の硬さ(福岡農林試)、平成26年場内産
0.25％にがり（g/cm2） 44.0 73.5
0.30％にがり（g/cm

2
） 90.8 -

官能評価（Ｋ社）、平成26年福岡県産
外観 +1(良い)～-1(悪い) -0.10 0
甘味 +1(良い)～-1(悪い) +0.50* 0
こく味 +1(良い)～-1(悪い) +0.60* 0
不快味 +1(良い)～-1(悪い) +0.10 0
食感 +1(良い)～-1(悪い) -0.30 0
おいしさ +1(良い)～-1(悪い) +0.60* 0

注）官能評価は福岡県産フクユタカを基準として評価。－(劣る)、＋(良い)。
＊はフクユタカに比べて有意差あり。
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豆腐用 九州地方

ちくしＢ５号 耐倒伏性が優れる白目の多収品種。

1 加工適性
（1）加工上の長所・短所

長所

・子実は白目で、品質は「フクユタカ」と同等に優れます。
・蛋白質含有率は「フクユタカ」と同等～やや低く、豆腐の性状はやや柔らかい～同等
です。

・豆腐の食味官能評価は「フクユタカ」に比べて甘味とこく味が良好です。

（2）品質に関するデータ

項 目 ちくしＢ５号 フクユタカ

粒大 中の大 中の大
百粒重（ｇ） 31.6 30.1
外観品質 中の上 中の上
へその色 黄 淡褐
粗蛋白質含有率(％） 44.8 45.7

注）平成24～27年産の平均値（7月中旬播種）。

（3）主な用途における加工適性試験成績

・豆腐加工適性

項 目 ちくしＢ５号 フクユタカ

豆腐の硬さ(福岡農林試)、平成26年場内産
0.25％にがり（g/cm2） 44.0 73.5
0.30％にがり（g/cm

2
） 90.8 -

官能評価（Ｋ社）、平成26年福岡県産
外観 +1(良い)～-1(悪い) -0.10 0
甘味 +1(良い)～-1(悪い) +0.50* 0
こく味 +1(良い)～-1(悪い) +0.60* 0
不快味 +1(良い)～-1(悪い) +0.10 0
食感 +1(良い)～-1(悪い) -0.30 0
おいしさ +1(良い)～-1(悪い) +0.60* 0

注）官能評価は福岡県産フクユタカを基準として評価。－(劣る)、＋(良い)。
＊はフクユタカに比べて有意差あり。
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豆腐・煮豆・納豆・味噌用 北海道地方

とよみづき 「とよまさり」銘柄品種。豆腐加工適性に優れ、低温裂開粒による品
質低下が少ない。

1 加工適性

（1）加工上の長所・短所

開花～着莢期の低温により発生するへそ周辺の褐変が少なく、開花後の低温により発
生する裂開粒の発生が少ないため外観品質は安定しています。粗蛋白含量は「ユキホマ
レ」よりやや高く、全糖及びショ糖含量は同品種よりやや低いです。豆腐破断応力（豆
腐の固まりやすさ）は「ユキホマレ」より高く、豆乳粘度は「ユキホマレ」並に低いこ
とから、豆腐加工適性に優れます。
豆腐、煮豆、納豆、味噌に適します。

（2）品質に関するデータ

品 種 名 種皮 へそ 粒大 粒形 百粒重 蛋白質 脂肪 ショ糖

の色 の色 (g) (%) (%) (%)

とよみづき 黄白 黄 やや大 球 38.6 44.3 19.7 6.6

ユキホマレ 黄白 黄 やや大 球 36.1 42.7 19.9 7.1

トヨムスメ 黄白 黄 大 偏球 40.1 43.9 19.1 8.0

（十勝農試における平成21～23年の平均）

注1）ショ糖含有率はHPLC法、粗蛋白質・粗脂肪含有率は近赤外分光法による調査

(いずれも乾物あたり％)。窒素蛋白質換算係数は6.25。

（3）主な用途における加工適性試験成績

豆 腐（北海道、A社） 煮 豆（愛知県、B社）
官能評価（ユキホマレを基準（3）に評価） 官能評価（トヨムスメを基準（3）に評価）

とよみづき ユキホマレ トヨムスメ とよみづき ユキホマレ トヨムスメ

豆腐破断応力(g/cm
2

)* 92 73 98 原料使用量 3.6kg 3.6kg 3.6kg

豆乳粘度(mPa･S)* 26 23 21 製品収量 9.1kg 9.5kg 8.8kg

色沢(悪1-良5) 2 3 2 色沢 4 2 3

光沢(悪1-良5) 3 3 3 光沢 4 2 3

香り(悪1-良5) 4 3 3 香り 3 3 3

コク(悪1-良5) 4 3 4 舌触り1) 5 4 3

甘み(悪1-良5) 3 3 4 硬さ2) 2 1 3

青臭み(悪1-良5) 4 3 3 皮残り2) 2 2 3

硬さ(悪1-良5) 4 3 3 味 5 4 3

弾力性(悪1-良5) 3 3 4 総合 4 2 3

なめらかさ(悪1-良5) 2 3 3 官能評価は、悪1-良5、ただし、

総合(悪1-良5) 3.2 3.0 3.3 1)は、ざらつく1-なめらか5

*十勝農試産平成21～23年平均 2)は、軟1-硬5

官能評価は北海道内A社(原料は平成22年十勝農試産)
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

成熟期、収量性、百粒重および外観品質は「ユキホマレ」と同程度です。低温による
裂開粒の発生が少なく、開花期の低温抵抗性が「ユキホマレ」より優れています。
病害虫に対しては、ダイズシストセンチュウレース３抵抗性が「強」、わい化病抵抗性

が「中」です。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

とよみづき ユキホマレ

収量(kg/10a) 364 347
早晩性(成熟期) やや早(9月22日) やや早(9月20日)
コンバイン収穫適性

裂莢の難易 難 難
耐倒伏性 強 強
着莢位置 中 中

開花期低温抵抗性 強 やや強
病害虫抵抗性
ダイズシストセンチュウ

レース３抵抗性 強 強
ダイズわい化病抵抗性 中 弱
ダイズ茎疫病抵抗性 強 強

(収量と成熟期は平成21～23年の平均)

3 栽培地域（令和２年産）

北海道 3,804ha

4 栽培上の留意点

「ユキホマレ」に倒伏が発生する圃場では、栽植密度を同品種以下にする必要があり

ます。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：道総研 十勝農業試験場（平成24年育成）
問い合わせ先：道総研 十勝農業試験場研究部豆類畑作Ｇ

tel 0155-62-9824、fax 0155-62-0680
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豆腐・煮豆・納豆・味噌用 北海道地方

とよみづき 「とよまさり」銘柄品種。豆腐加工適性に優れ、低温裂開粒による品
質低下が少ない。

1 加工適性

（1）加工上の長所・短所

開花～着莢期の低温により発生するへそ周辺の褐変が少なく、開花後の低温により発
生する裂開粒の発生が少ないため外観品質は安定しています。粗蛋白含量は「ユキホマ
レ」よりやや高く、全糖及びショ糖含量は同品種よりやや低いです。豆腐破断応力（豆
腐の固まりやすさ）は「ユキホマレ」より高く、豆乳粘度は「ユキホマレ」並に低いこ
とから、豆腐加工適性に優れます。
豆腐、煮豆、納豆、味噌に適します。

（2）品質に関するデータ

品 種 名 種皮 へそ 粒大 粒形 百粒重 蛋白質 脂肪 ショ糖

の色 の色 (g) (%) (%) (%)

とよみづき 黄白 黄 やや大 球 38.6 44.3 19.7 6.6

ユキホマレ 黄白 黄 やや大 球 36.1 42.7 19.9 7.1

トヨムスメ 黄白 黄 大 偏球 40.1 43.9 19.1 8.0

（十勝農試における平成21～23年の平均）

注1）ショ糖含有率はHPLC法、粗蛋白質・粗脂肪含有率は近赤外分光法による調査

(いずれも乾物あたり％)。窒素蛋白質換算係数は6.25。

（3）主な用途における加工適性試験成績

豆 腐（北海道、A社） 煮 豆（愛知県、B社）
官能評価（ユキホマレを基準（3）に評価） 官能評価（トヨムスメを基準（3）に評価）

とよみづき ユキホマレ トヨムスメ とよみづき ユキホマレ トヨムスメ

豆腐破断応力(g/cm
2

)* 92 73 98 原料使用量 3.6kg 3.6kg 3.6kg

豆乳粘度(mPa･S)* 26 23 21 製品収量 9.1kg 9.5kg 8.8kg

色沢(悪1-良5) 2 3 2 色沢 4 2 3

光沢(悪1-良5) 3 3 3 光沢 4 2 3

香り(悪1-良5) 4 3 3 香り 3 3 3

コク(悪1-良5) 4 3 4 舌触り1) 5 4 3

甘み(悪1-良5) 3 3 4 硬さ2) 2 1 3

青臭み(悪1-良5) 4 3 3 皮残り2) 2 2 3

硬さ(悪1-良5) 4 3 3 味 5 4 3

弾力性(悪1-良5) 3 3 4 総合 4 2 3

なめらかさ(悪1-良5) 2 3 3 官能評価は、悪1-良5、ただし、

総合(悪1-良5) 3.2 3.0 3.3 1)は、ざらつく1-なめらか5

*十勝農試産平成21～23年平均 2)は、軟1-硬5

官能評価は北海道内A社(原料は平成22年十勝農試産)
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

成熟期、収量性、百粒重および外観品質は「ユキホマレ」と同程度です。低温による
裂開粒の発生が少なく、開花期の低温抵抗性が「ユキホマレ」より優れています。
病害虫に対しては、ダイズシストセンチュウレース３抵抗性が「強」、わい化病抵抗性

が「中」です。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

とよみづき ユキホマレ

収量(kg/10a) 364 347
早晩性(成熟期) やや早(9月22日) やや早(9月20日)
コンバイン収穫適性

裂莢の難易 難 難
耐倒伏性 強 強
着莢位置 中 中

開花期低温抵抗性 強 やや強
病害虫抵抗性
ダイズシストセンチュウ

レース３抵抗性 強 強
ダイズわい化病抵抗性 中 弱
ダイズ茎疫病抵抗性 強 強

(収量と成熟期は平成21～23年の平均)

3 栽培地域（令和２年産）

北海道 3,804ha

4 栽培上の留意点

「ユキホマレ」に倒伏が発生する圃場では、栽植密度を同品種以下にする必要があり

ます。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：道総研 十勝農業試験場（平成24年育成）
問い合わせ先：道総研 十勝農業試験場研究部豆類畑作Ｇ

tel 0155-62-9824、fax 0155-62-0680
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

長所：裂莢性が「難」のため、比較的収穫適期の幅が広いです。

短所：耐倒伏性が「中」のため、早播きや肥沃な土壌では蔓化、倒伏しやすいです。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

項 目 納豆小粒 コスズ(比較)

収量(kg/10a) 262 261

早晩性 中の晩 早

耐倒伏性 中 やや強

コンバイン収穫適性 中 やや低

裂莢性 難 難

最下着莢節位高 中 やや低

病害虫抵抗性

ダイズシストセンチュウ 弱 弱

注）昭和60～平成元年５カ年の平均値

3 栽培地域（令和２年産）

関東 1,091ha

4 栽培上の留意点

・早播きで蔓化、倒伏しやすいので過度の早播きを避け、培土を確実に行って下さい。

・褐斑粒が出やすいのでアブラムシの防除を徹底して下さい。

・ダイズシストセンチュウに弱いので、連作を避けて下さい。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：茨城県農業試験場（昭和51年育成）

問い合わせ先：茨城県農業総合センター農業研究所作物研究室

tel 029-239-7212 fax 029-239-7306
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

長所：裂莢性が「難」のため、比較的収穫適期の幅が広いです。

短所：耐倒伏性が「中」のため、早播きや肥沃な土壌では蔓化、倒伏しやすいです。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

項 目 納豆小粒 コスズ(比較)

収量(kg/10a) 262 261

早晩性 中の晩 早

耐倒伏性 中 やや強

コンバイン収穫適性 中 やや低

裂莢性 難 難

最下着莢節位高 中 やや低

病害虫抵抗性

ダイズシストセンチュウ 弱 弱

注）昭和60～平成元年５カ年の平均値

3 栽培地域（令和２年産）

関東 1,091ha

4 栽培上の留意点

・早播きで蔓化、倒伏しやすいので過度の早播きを避け、培土を確実に行って下さい。

・褐斑粒が出やすいのでアブラムシの防除を徹底して下さい。

・ダイズシストセンチュウに弱いので、連作を避けて下さい。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：茨城県農業試験場（昭和51年育成）

問い合わせ先：茨城県農業総合センター農業研究所作物研究室

tel 029-239-7212 fax 029-239-7306
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2 栽培特性

（1）栽培上の長所・短所

長所

・成熟後の莢がはじけにくいので自然裂莢や収穫ロスが少なくなり、実質収量の向上が

期待できます。

・その他の栽培特性は「フクユタカ」とほぼ同じなので、栽培技術を変更することなく

導入することができます。

短所

・「フクユタカ」と同様にダイズシストセンチュウには弱いです。

（2）栽培特性に関する育成場所での試験結果

項 目 フクユタカA1号 フクユタカ サチユタカ

収量（kg/10a） 338 339 340
早晩性 晩生 晩生 中生の晩
コンバイン収穫適性

裂莢の難易 難 中 易
最下着莢節位高 高 高 中
耐倒伏性 強 強 強

病虫害抵抗性
ダイズモザイクウイルス AB抵抗性 AB抵抗性 AB抵抗性
ラッカセイわい化ウイルス 強 強 弱
ダイズシストセンチュウ 弱 弱 弱

注）収量は平成23～25年産の平均値（７月中旬播種）。

3 栽培地域（令和２年産）

東海 4,000ha

4 栽培上の留意点

・難裂莢性を備えていますが、成熟期後の長期間の圃場放置は品質低下をもたらすので、

適期収穫に努める必要があります。

・その他の栽培上の注意は「フクユタカ」に準じます。

5 遺伝子組み換え技術の利用の有無 無

育成場所：農研機構 作物研究部門（平成25年育成）

問い合わせ先：農研機構 作物研究部門 畑作物先端育種研究領域

畑作物先端育種グループ

tel 029-838-8503、fax 029-838-8853
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低アレルゲン製品用 東北中南部地方

ゆめみのり 人体に対する３つの主要なアレルゲンのうち、２つが欠失した低ア
レルゲン品種。

1 加工適性

（1）加工上の長所・短所

長所

・人体に対する３つの主要なアレルゲン（7Sグロブリンαサブユニット、Gly m Bd 2

8K、Gly m Bd 30K）のうち、7Sグロブリンαサブユニットが欠失しており、低アレ

ルゲン食品（煮豆、味噌、納豆等）の製造に適しています。また、α及びα’サブ

ユニットをもたないため、大豆分離蛋白質からGly m Bd 30Kを物理化学的手法によ

り効率よく除去することができます。

・蛋白質組成のうち、11 Sグロブリンの含有量が高く、人体の必須アミノ酸である含

硫アミノ酸（メチオニン、シスチン）の含有量が普通大豆より約2割高いです。

短所

・通常の方法では豆腐製造が困難です。

（2）品質に関するデータ

項 目 ゆめみのり タチユタカ(比較)

粒大 中の小 中

百粒重(g) 22.7 24.7

へその色 黄 黄

裂皮の難易 中 難

成分組成

粗蛋白質含有率(%) 45.7 41.8

粗脂肪含有率(%) 18.8 21.5

含硫アミノ酸含有率(mg/g蛋白質)

シスチン 19 17

メチオニン 17 14

蛋白質ｻﾌﾞﾕﾆｯﾄ組成

7Sグロブリンαサブユニット 無 有

7Sグロブリンα’サブユニット 無 有

（3）主な用途における加工適性試験成績

・普通大豆と子実成分特性が異なるために、加工上の対処が必要です。
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